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特別活動の国際比較と指導法の課題 : 日本・タイ
・マレーシア























｢問題発見型研究｣ あるいは ｢仮説生成型研究｣ を企図し
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よって定められている｡ 小学校においては, 各教科, 道徳,
特別活動, ならびに総合的な学習の時間の領域, 中学校
においては教科 (必修教科と選択教科), 道徳, 特別活動,
ならびに総合的な学習の時間の領域, 高等学校において




特別活動は, 学級活動, 児童会活動, クラブ活動, 学校行
事で構成され, 中学校の特別活動は, 学級活動, 小学校の
児童会活動に相当する生徒会活動, 学校行事によって構成

























第に, 学校行事の活動内容として, 儀式的行事, 学芸











活動を行うこと｣ と記されており, 学芸会, 展覧会, 作品
展, 音楽会, 文化祭 (学校祭), 映画や演劇の鑑賞会, 講
演会, 弁論大会などを含む｡ 健康安全・体育的行事は, 健
康診断, 疾病予防などの健康に関する行事, 避難訓練, 防
災訓練などの安全に関する行事, 運動会, 競技会などの体
育的行事から成る｡ 遠足 (旅行) ・集団宿泊的行事は, 遠
足, 野外活動, 移動教室などの日帰りの校外活動と, 修学
旅行, 移動教室 (林間学校, 臨海学校, スキー教室等),
集団宿泊などの宿泊を伴う校外活動がある｡ 勤労生産・奉
仕的行事は, 教育段階によって異なる｡ 小学校では, 飼育
栽培活動, 校内美化活動, 地域社会の清掃活動, 公共施設
の清掃活動, 福祉施設の交流活動が, 中・高等学校におい
ては, 全校美化の行事, 上級学校や職場訪問・見学, 各種





年 (明治年) に教育勅語が発布された後, 特別
活動は ｢課外活動｣ と呼ばれ, 儀式, 運動会, 遠足, 学芸
会などの教科以外の諸活動の総称とされた｡ その翌年には,






(明治年) には, 文部省が ｢祝日大祭日唱歌｣ を定めた
ことによって, 君が代の斉唱が習慣となった｡ また, 戦前










































戦前の ｢課外活動｣ が見直され, 戦前の ｢教授要目｣ に代


















年 (昭和年) 版では, 自由研究が廃止され, 教
科学習だけでは達成されない教育目標に対する諸活動を包






年 (昭和年) 版では, 教科, 道徳, 特別教育活
動, 学校行事等という４領域に教育課程が分けられ, 特別
教育活動は, 教育課程を構成する一領域として明確に位置








年 (昭和年) 版から, 小学校では, 各教科, 道
徳, 特別活動の領域で教育課程が構成されるようになっ




年 (昭和年) 版では, ｢ゆとりの教育｣ が提唱




その内容は, 学級活動, 児童 (生徒) 会活動, クラブ活動,
学校行事で構成された｡ また, 学校行事の中に, 勤労・生
産的行事が含められるようになった｡































































る｡ うち, 年間が義務教育期間とされており, 基礎教育
年間は無償とされている｡ 従来は, 年国家教育計
画による教育改革以降, 年の初等教育 ( !
 ! ") を義務教育とし, 続く年の中等教育
(#"!$% ") を年ずつの前
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達させるための活動｡ この活動を通じて, 生活技能, 感情
面での成熟, 多面的知性の学習, 人間関係の構築が目指さ
れる｡ 教師に期待される役割は, 生活相談, 進路相談, 職
業指導などを行うことである｡ ②児童・生徒活動：児童・
生徒の実践的能力を向上させることを目指し, 何かに取り













上示されてはいないが, 国家的行事 (母の日など) や仏教
的行事 (入り安吾など) のように国家レベルや地域社会レ
ベルの行事に学校が参加するもののほか, 学校内での行事








カリキュラム (%&&年改訂版)｣ は, 教科統合を行った広
領域カリキュラムで, 基礎技能・生活経験・人格形成・作
業経験 (・特別経験) から構成されていた｡ このうち, 人
格形成領域でボーイスカウト・ガールスカウト・赤十字活
動が単元として含まれていた｡ ｢%&'(年前期中等教育カリ



























































































































れている｡ さらに, 団体・クラブ活動は, アカデミック
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$*すべての子どもは, 精神面 (!, %) の成長







































































































今後は, 各国の現状を踏まえながら, 事例に基づいて, 特
別活動指導法の課題についてより詳細に検討していきたい｡
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!(昭和) 年の学習指導要領 (一般編) において, 教
科の一つとして設けられた ｢自由研究｣ の中に, 小・中学
校のクラブ活動が教育課程に初めて位置づけられた｡ その



















(人文科学系, 自然科学系) か, 職業コース, 技術コースか
のいずれかのコースに分けられる｡
!$&(5の中には, 理科・社会科・保健・道徳の領域をまと













本稿では, まず, 日本における特別活動の目標, 内容と構成, 成立と発展について概観する｡ 次に,
タイとマレーシアにける特別活動に相当する様々な活動の目標, 内容と構成, 歴史ついて紹介する｡ 最
後に, 各国の特別活動の比較から, 日本における特別活動指導法の課題として, 特別活動と他の領域と
の連携, 特別活動の位置づけ, 専門性の高い教員養成と訓練について挙げる｡
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